
News Letter vol.27 
2019．７月号 

毎月発行 

 

長い梅雨が明け、ようやく夏が来ました。 

昨年10月から実施している医学生の「地域包括ケア実習（４週間）」は、郡山先生の記事か

らもよく分かりますように、皆様の多大なご協力のもと今月で無事終了いたしました。本当

に御礼申し上げます。先日、医学部教育分野別認証にて宮崎大学が審査合格しました

（http://www.med.miyazaki-u.ac.jp/home/about/10753/）。国際基準に達しているというも

のですが、その報告の中でもこの実習の取り組みは高く評価されています。自信を持って前

に進むとともに、更なる改良改善を進めて参りたいと考えております。                       

今 月 の よ っ し ー 

   臨床実習病院・診療所紹介 「ホームクリニックみまた」 

教授  吉村 学 

                               ホームクリニックみまた 院長  郡山  晴喜 先生     

 当院は、三股町にある無床診療所です。地域のかかりつけ医として午前中と夕方

は内科・呼吸器内科の外来診療を行い、午後は都城市・三股町全域の患者さんのご

自宅や介護施設への訪問診療を行っています。患者さんは高齢で通院が難しい方が

多いのですが、がん末期、神経難病、慢性呼吸器疾患の方などもおり、自宅での気

切チューブや胃瘻の交換なども行っています。在宅医療ではご本人だけでなくご家

族のケア、そして訪問看護師やケアマネージャーなど多職種での連携が大切です。

学生にはそんな現場を五感をフルに使って味わい、タイミングが合えば看取りにも

立ち会って何か感じてもらいたいと思ってい

ます。 

 当院から地域へ出向く活動は訪問診療だけ

でなく、多職種や市民向けの研修会での講演、保育園での園児検診など

もあり、学生にも見学してもらっています。診療所の医師が診療時間外

に何をしているのか、知ってもらう機会になればと思っています。 

 三股町では、町内の医療・介護・保健機関がチームを組み、学生を受

け入れています。試行錯誤の連続ですが、学生実習を通して多職種のつ

ながりがより深まりそうな予感がしています。 

令 和 元 年 

 Tips    総  合 診 療 ー総合診療にまつわる豆知識ー 

第９回 「ＥＢＭ：Evidence-Based Medicine（根拠（エビデンス）に基づく医療）」 

ＥＢＭとは現在利用可能な最良の情報を活用して、目の前の患者さんにベスト

な治療を提供するためのツールで、右記の５つのステップに沿って行います。実

践のためにはエビデンスに加えて、患者の好みと行動、患者の病状と周囲をとり

まく環境、医療者の臨床経験といった４つの輪

（左図）が重要です。エビデンス通りに行う医

療ではありません。 

 エビデンスに基づいた診療ガイドラインや教科書（UpToDateなど）を使うこ

とで、エビデンスを手早く入手できます。エビデンスはＥＢＭの一要素であ

り、それを探して吟味する労力を少なくすることで、目の前の患者さんをよく

知ることに時間を割くことができ、結果としてＥＢＭが実践しやすくなりま

す。   
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菅野武先生による災害医療講演会を開催しました。 

名郷直樹先生による地域医療講演会を開催しました。 

 日本におけるＥＢＭの第一人者であり、地域医療教育のトップランナーである武蔵国分

寺公園クリニックの名郷直樹先生は当講座吉村先生や桐ケ谷先生の師匠でもあり、ＥＢＭ

や地域医療に関する著書も多数ある先生です。毎年、宮崎大学での医学生への講義や特別

講義をしていただいていますが、今年も６月12日（水）に医学科３年生への講義「地域

医療学」でパワフルな講義をしていただきました。 

 また同日夜には宮崎生協病院から多大なご協力いただき、宮崎医療生協本部において

「地域医療講演会」を開催しました。研修医、指導医、多職種スタッフ、開業医の先生方

など約40名が参加され、パワフルな先生の講話に引き込まれました。終了後の質疑応答

も熱い展開がありました。名郷先生、今年もありがとうございました。またよろしくお願

いします！ 

 カナダのマクマスター大学から菅野武先生をお呼びして、災害医療講演会を開催

しました。菅野先生からは自分と周りの人たちの命を守ること、困難を乗り越える

ために必要なこと、他人事ではなく2.5人称くらいのもっと身近なこととして真剣

に考えておくことが重要だということ、普段から地域のつながりを大切にしておく

ことなどなど医療者のみならず一住民としても重要な心構えなど多くのことを教え

ていただきました。 

 串間市民病院での講演に続いて本日２本目の講演会でしたが、菅野先生はお疲れ

の様子もなく、熱く語っていただきました。大学内外から学生も含めて70名の参加をいただきましたが、参加学

生からは「日頃から常に意識しておくことが大事だと感じた。一番先に動ける人になりたい」、「万が一災害に

遭遇し、絶望しそうになったら、菅野先生のお話を思い出し、周囲の人と生き伸びるための力を振り絞ろうと思

う」などの感想をいただきました。 

 菅野先生、貴重なご講演をありがとうございました。東日本大震災で被災された医療者からのダイレクトな

メッセージは多くの人に響いたのではないでしょうか。参加されたみなさんの今後に充分活かしてもらえること

を主催者として期待したいと思います。 

 ６月21日（金）に本学医学部のＦＤ研修会（医学部教務委員会主催）が行われ、その第二部として当講座の専

攻医である枝元真人先生による特別講義「医師国家試験対策セミナー」が行われました。医学部５～６年生の勉

強の仕方、宮崎大学特有の課題、InputとOutputの重要性、地道な勉強、臨床実習と連動させること、グループ学習

の重要性、陥りやすいポイント、清花祭前後の過ごし方などなど実際の経験に裏打ちされた具体的なメッセージ

を後輩および教員の皆様へ伝えられました。活発な質疑応答も 

あり、大変盛り上がりました。 

 現在枝元先生が研修されている串間市民病院では自主的な実習

を受け入れていることも説明

されましたが、頼れる先輩が

いることは心強いことです。

先輩からのアドバイスを十分

に生かしていただき、今年度

の医師国家試験はぜひ頑張っ

ていただきたいです。 

●ごちゃまぜ師養成講座フォローアップセミナー 

 7/31（水）14:00～ 場所：ニューウェルシティ宮崎 

●ごちゃまぜ師養成講座実践交流ネットワーク会議 

 7/31（水）18:00～ 場所：ニューウェルシティ宮崎 

●レジデント・デイ 

 8/16（金）18:00～ 場所：串間市民病院 

●地域医療ガイダンス 

 8/21（水）～23（金） 

※詳細はホームページやFacebookに順次アップします。 

講座のイベント情報 

医学部ＦＤ研修会（医師国家試験対策セミナー）で枝元先生が講義をしました。  


